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(57)【要約】
　本発明は、弾性ブッシングであって、遊星ベアリング
、特に、遊星ギアボックスのための遊星ギアにおける望
まない振動を取り除く又は低減するために、対応する設
計手段及び装置を介する新規のダンピングを有する弾性
ブッシングに関する。本発明はまた、特に、低モーメン
ト又は無モーメントのみを伝達する機械部品及び設備、
例えば、風力タービンなどにおけるこの種のブッシング
、遊星ギア又は遊星ギアボックスの使用に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレテンション可能な弾性円筒形ブッシングであって、その中心を通り抜けて、ホイー
ルベアリング又は遊星ベアリング（１７）の振動の吸収のためのシャフト又はアクスル（
１１）を通過させることを意図しており、
（i）外側円筒体（８）及び内側円筒体（７）、
　　それらの両方は、弾性層（４）によって互いに接続されており、後者とブッシング体
（１）を形成している、
（ii）当該外側及び／又は内側円筒体にあるスロット（３）、
　　それらは当該表面に亘って分布され、長手方向が軸方向に配置されている、
(iii)　少なくとも１つの変位スペース（９）、
　　これは、前記内側及び外側円筒体の間のスペース内で圧によって拡張され、それは、
前記弾性層の内部のスロット様ポケットを有する当該弾性層（４）により形成されている
か、又は当該内側及び／又は外側円筒体（７）若しくは（８）の対応する壁に接続されて
おらず、その代わりにゆるく接しているだけの当該弾性層（４）により形成されている、
および
（iv）少なくとも１つのバイパススペース（１０）、
　　それは、前記内側円筒体（７）と当該ブッシングの中心を通り抜けている当該シャフ
ト若しくはアクスル（１１）との間に維持されるべき分離を通り抜けて生じ、当該ブッシ
ング体外側の当該バイパススペース（１０）は、当該ブッシング体内部の当該変位スペー
スに対して、当該ブッシング体の前記内側円筒体（７）の当該壁にある少なくとも１つの
接続開口（２５）を介して接続されており、１つ以上のライン（１２）によって圧媒体（
１３）が供給されており、それは、前記バイパススペースのところから当該拡張されてい
る変位スペース（９）内へと押されており、それにより当該弾性層（４）が圧縮されて、
当該ブッシングは当該スロット（３）の存在によってその周囲全体に亘って拡張され、当
該ブッシングの均一な回転対象なプレテンショニングを生じる
を備えるプレテンション可能な弾性円筒形ブッシング。
【請求項２】
　請求項１又は２に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、前記少なくと
も１つのバイパススペース（１０）が、硬性又は弾性分離又はスペーサスリーブ（５）に
よって形成されており、それは、前記圧媒体（１３）の収容のための当該少なくとも１つ
の変位スペース（９）に接続されている切り欠け、チャネル又はキャビティを有し、前記
ブッシングの当該内側円筒体（７）と、当該前者を通り抜けて貫通される当該シフト又は
アクスル（１１）との間に密着して配置されていることを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項３】
　請求項２に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、当該スペーサースリ
ーブ（５）が、当該ブッシング体（１）の不可欠な構成要素であることを特徴とする弾性
ブッシング。
【請求項４】
　請求項３に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、前記ブッシングが、
当該シャフト又はアクスル（１１）を組み込んでおり、前記分離スリーブ（５）が前記シ
ャフト又はアクスルの不可欠な構成要素であることを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、２
つ以上のバイパススペース（１０）が、１つ以上の環状チャネル（２７）によって互いに
接続されていることを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項６】
　請求項１～４の何れか１項に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、１
つ以上の当該接続開口部（２５）が、１つ以上の前記スロット（３）により機能的に置換
されていることを特徴とする弾性ブッシング。
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【請求項７】
　請求項１～６の何れか１項に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、前
記少なくとも１つのライン（１２）が、前記シャフト又はアクスル（１１）の軸方向の穴
であり、それは、当該内側円筒体（７）の内壁の開口部で終わる少なくとも１つの基本的
に放射状の分岐を有することを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項８】
　請求項７に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、前記ライン（１２）
は、精密に適合した当該対応する穴内に配置されて、当該圧媒体（１３）を送るスリーブ
であることを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか１項に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、そ
れが、前記２つの壁体（７）（８）を横方向に通り抜けて走り、当該ブッシングの外側に
配置されたホイールベアリング又は遊星ベアリングに潤滑剤（１８）を供給する役割を担
う少なくとも１つの穴部（１９）を有し、それは少なくとも１つのライン又は穴部（１４
）を介して供給されることを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項１０】
　請求項９に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、前記穴部（１９）及
び／又は（１４）が精密に適合したスリーブを有し、それを通り抜けて当該潤滑剤が送ら
れることを特徴とする弾性ブッシング。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れか１項に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、
それが、１つ以上の完全又は部分的に連続する円筒形の中央プレート（２６）を有し、そ
れにより、全体で当該ブッシング（１）が２つ以上の弾性層（４）を有することを特徴と
する弾性ブッシング。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプレテンション可能な弾性ブッシングであって、少なくとも２つの
前記弾性層（４）が少なくとも１つの変位スペース（９）を有することを特徴とする弾性
ブッシング。
【請求項１３】
　遊星キャリア（１５）（２０）（２１）（２２）及び遊星ギアホイールクラウン（１６
）を備え、請求項１～１２の何れか１項に記載のに記載の少なくとも１つの弾性ブッシン
グを備える遊星ベアリング。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の少なくとも１つの遊星ベアリングを備える遊星ギアボックス。
【請求項１５】
　シャフト－ハブ連結部を有し、無モーメント又は低モーメントのみを伝える機械又は設
備における請求項１～１４の何れか１項に記載の弾性ベアリング、遊星ベアリング又は遊
星ギアボックスの使用。
【請求項１６】
　一方が他方の後方に配置されたモーメントベアリングを有する施設における請求項１５
に記載の弾性ブッシング、遊星ベアリング又は遊星ギアボックスの使用。
【請求項１７】
　風力タービンにおける使用のための請求項１５又は１６に記載の弾性ブッシング、遊星
ベアリング又は遊星ギアボックスの使用。
【請求項１８】
　請求項１～１４の何れか１項に記載の弾性ブッシング、遊星ベアリング又は遊星ギアボ
ックスを少なくとも１つ備える風力タービン。
【発明の詳細な説明】
【発明の概要】
【０００１】
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　本発明は、プレテンション可能な弾性ブッシング（pretensionable bushing）であって
、遊星ベアリング、特に遊星ギアボックスのための遊星ギアにおける望まれない振動を除
去又は低減するために、対応する設計寸法と装置を介する新規のダンピングを有する弾性
ブッシングに関する。本発明はまた、特に、低モーメント又は無モーメントのみを伝達す
る機械部品及び設備(installation)、例えば、風力タービンなどにおけるこの種のブッシ
ング、遊星ギア又は遊星ギアボックスの使用に関する。
【０００２】
　遊星ギアボックス内では、幾つもの遊星ギア（一般的には３つから４つ）が、環状ギア
内で作動し、環状ギアの歯に対して回転する。これらは順に所謂「サン」を駆動する。こ
れが、達成されるべき比較的高いトランスミッションを可能にする。
【０００３】
　駆動モーメントの適用において、遊星キャリアの前方ディスクは、一般的にその後方デ
ィスクに対してツイストしている。これは、遊星の軸を傾かせる原因となる。更に、軸の
傾きは、入力シャフト及び入力シャフトへの接続を介する曲げモーメントの導入に起因し
て生じ得る。
【０００４】
　遊星キャリア又は遊星ギアボックスのこの傾斜のために、不均衡な荷重分布が遊星ギア
ホイールの全長に亘って起きる。歯の不均衡な送りを防止するために、カルダン方向でそ
れらの軸上に弾性ベアリングと共に遊星を提供することが必要である。ベアリングの配置
は、遊星ベアリングの周囲で均一でなくてはならない。
【０００５】
　理想的な場合にはカルダン的に柔軟なベアリングの配置において、歯の傾斜が生じない
ように、遊星は、環状ギアと、サンとで整列している。その上に、遊星は、遊星キャリア
内にマウント可能であることが望ましく、それは通常１つの部品で構成されている。同時
に、遊星ベアリングの連続的な運転を確保するために、遊星ローラーベアリングは、シャ
フトに存在している穴部を通り抜けて内部から潤滑されるべきであるか、又は潤滑されな
くてはならない。
【０００６】
　従来の遊星ギア、遊星ベアリング及び遊星ギアボックスは、ダンピング装置を有してい
ないか、或いは従来のダンピング装置のみを有しており、そのために全ての負荷は、ギア
、ベアリング及びギアボックスの個々の部品によって吸収され、負担されなくてはならな
い。
【０００７】
　さて、本発明の目的は、特定の弾性ベアリングを備える遊星ギアであって、それにより
述べられた当該問題がもはや生じない、或いは少なくとも軽度でのみ生じる遊星ギアを提
供することである。
【０００８】
　この目的は、以下に記述及び密接な特許請求の範囲に記載されているように、本発明に
従うプレテンション可能なブッシングにより達成される。
【０００９】
　本発明は、ホイールベアリング又は遊星ベアリング(１７)の、当該ブッシングの中心を
通り抜けている、少なくとも１つの軸方向に配置されたシャフト又は駆動アクスル（１１
）を介してブッシングに基本的に伝達される振動を吸収するためのプレテンション可能な
弾性円筒形ブッシングに関し、ここにおいて、当該ブッシングは基本的に以下の特徴を含
む：
　（i）外側円筒体（８）及び内側円筒体（７）；それら両者は、弾性層（４）によって
互いに接続されており、ブッシング体（１）に相当する、
　（ii）外側及び内側円筒体にあるスロット（３）；それらはそれらの表面に亘って分布
され、長手方向が軸方向に配置されている、
　（iii）内側円筒体と外側円筒体との中の少なくとも１つの変位スペース（９）；それ
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は、幾つかの点で円筒体（７）（８）の対応する内壁に接続されておらず、その代わりに
ゆるく接しているだけの弾性層（４）によって形成されている、及び
　（iv）硬性又は弾性、好ましくは弾性層（５）；それはブッシングの内側円筒体（７）
の内向壁上に取り付けられており、内側円筒体（７）とブッシングに対して連結されてい
るシャフト又はアクスル（１１）との間に少なくとも１つのバイパススペース（１０）を
形成するチャネル及び／又はキャビティとともに提供されており、ここで、このバイパス
スペースは、前記変位スペース（９）及びライン（１２）に連絡されており、それを通り
抜けて、圧媒体（１３）が少なくとも１つのバイパススペース（１０）に対して送られ、
そこから少なくとも１つの変位スペース（９）まで送られ、対応する機械的又は水圧的な
装置の助けを伴ってもよく、それによって、弾性層（４）が圧縮され、順にブッシング（
１）それ自体の拡張をもたらし、これは、前記スロット（３）によって促進されるか、少
なくともより容易になされる。
【００１０】
　従って、本発明は、プレテンション可能な弾性円筒形ブッシングであって、ホイールベ
アリング又は遊星ベアリング（１７）の振動の吸収のためのシャフト又はアクスル（１１
）が、その中心を通り抜けることが意図されており、
　（i）非弾性外側円筒体（８）及び非弾性内側円筒体（７）；それら両者は、弾性層（
４）によって互いに接続されており、後者を有するブッシング体（１）を形成している、
　（ii）外側及び／又は内側壁体にあるスロット（３）（複数）；これらは表面に亘り分
布され、長手方向が軸方向に配置されている、
　（iii）内側及び外側円筒体（７）（８）の間のスペース内の弾性層（４）内の少なく
とも１つの変位スペース（９）；これは、中央領域にスロット様のポケットを有している
弾性層（４）により形成されているか、或いは円筒体（７）若しくは（８）又は中間プレ
ート若しくは中間円筒体（２６）の対応する内壁に対して接続されておらず、しかしなが
らその代わりにゆるく接しているだけの弾性層（４）によって形成されており、それによ
って、それは、この領域での圧媒体の使用において当該壁部から遠ざけられて、当該層に
おける前記変位スペースの容量の増大をもたらす、及び
　（iv）少なくとも１つのバイパススペース（１０）；これは、内部円筒体（７）と内部
円筒体（７）を通り抜けるべきシャフト若しくはアクスル（１１）との間で、対応する媒
体によって維持されるべき分離を介して生じ、ここにおいて、ブッシングの外側のバイパ
ススペース（１０）は、内側円筒体（７）の壁内の少なくとも１つの連絡口（２５）を介
してブッシングの内部の変位スペース（９）に連絡されており、１つ以上のライン（１２
）によって圧媒体（１３）が供給され、それは、バイパススペースから変位スペース（９
）内へと押され、それにより、ブッシング内部の弾性層は圧縮され、ブッシングは、スロ
ット（３）の存在によって、その全周囲に亘って拡張し、ブッシングの均一な回転対称の
プレテンショニングを生じる、
を備えるプレテンション可能な弾性円筒形ブッシングに関する。
【００１１】
　少なくとも１つの変位スペース（９）は、好ましくは内側円筒体（７）及び／又は外側
円筒体（８）の間でのインターフェースに、及び／又はもし存在するのであれば、２つの
弾性層（４）の間の中央プレート（２６）に配置される。本発明の実施形態において、変
位スペース（９）は、弾性層（４）と内側円筒体（７）の内壁との間に配置される。しか
しながら、それはまた弾性層（４）の内部に配置され得る。この場合、ある領域内に分離
されている弾性層が存在する必要があるか、或いは弾性層はスロット様のポケットを有す
る必要がある。
【００１２】
　本発明に従うと、バイパススペース（１０）は、好ましくは弾性スペーサスリーブ（５
）によって形成されており、それは、内側円筒体（７）へと精密に適合して押し込まれて
おり、それ自身が、ぴったりとしたシャフト又はアクスル（１１）の適応を目的としてい
る。ある領域では、スリーブ（５）はチャネル、切り欠き又はキャビティを有しており、
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それらは前記変位スペース（９）への接続部（２５）を有している。従って、開口を有す
るスリーブ（５）もまた、ブッシングとシャフト／アクスルとの間の支持体と看做され得
る。
【００１３】
　本発明の１つの実施形態において、チャネル、切り欠き及びキャビティを有する層又は
スペーサスリーブ（５）は、ブッシング（１）の不可欠な構成要素であり、内側円筒体（
７）の内壁の周りを密着して覆っている。
【００１４】
　本発明のもう１つの実施形態において、チャネル及び／又はキャビティを有する層又は
スペーススリーブ（５）はシャフト又はアクスル（１１）の不可欠な構成要素であり、ブ
ッシングの領域内でアクスル又はシャフトの周りを覆っている。
【００１５】
　本発明は従ってまた、プレテンション可能な弾性円筒形ブッシングに関し、それは以下
の特徴を有する、又は含む：（i）外側円筒体（８）及び内側円筒体（７）、それら両者
は、弾性層（４）によって互いに接続されている、（ii）外側及び内側壁体にあるスロッ
ト（３）、それらは表面に亘って分布され、長手方向が軸方向に配置されている、（iii
）ブッシング体内部の少なくとも１つの変位スペース（９）、及び（iv）ブッシングの中
心を通り抜けているアクスル又はシャフト（１１）、それは、ブッシングの領域内に、好
ましくは弾性スペーサ層又はスペーサスリーブ（５）有し、それは、ブッシングの内部壁
（７）と向かい合って開口しているチャネル及び／又はキャビティを提供し、ある領域内
でブッシング体とシャフト／アクスルとの間の少なくとも１つのバイパススペース（１０
）の形成をもたらす。
【００１６】
　複数のバイパススペース（１０）が存在する場合、これらは本発明に従って環状チャネ
ル（２７）によって互いに連絡されていてもよい。
【００１７】
　全ての場合において、バイパススペース（１０）は、内部円筒体の壁にある連絡口（２
５）を介して変位スペース（９）に連絡しており、任意にラインに連絡しており、ライン
（１２）を介して圧媒体（１３）が供給され、それはバイパススペース（１０）から前記
開口（２５）を介して変位スペース（９）へと押圧され、それによって弾性層（単数又は
複数）（４）が圧縮され、ブッシングは、スロット（３）の存在によって、全周囲に亘っ
て拡張され、ブッシングの均一な回転対称なプレテンショニングを生じる。
【００１８】
　１つの特定の実施形態において、当該開口（２５）は、単独では提供されず、それらの
機能を担う少なくとも幾つかのスロット（３）の存在の近くに提供される。
【００１９】
　ライン（１２）は、例えば、穴部又は対応する穴部のスリーブであってもよく、これら
は好ましくは、シャフト又はアクスル（１１）の内部に軸方向／半径方向に配置されてい
る。しかしながら、それらはまたシャフト／アクスルの外側に提供されてもよい。
【００２０】
　１つの更なる実施形態において、本発明に従うブッシングは、ブッシング体を横方向に
貫いて、又はそれに対して半径方向に、即ち、また、弾性層（４）を貫いて、少なくとも
１つの穴部（１９）を有し、従って、遊星ギアボックスの構成要素（例えば、ギアリング
）への連絡部に相当し、それはブッシングの外部からの周囲に配置されている。ギアボッ
クスのギアのための潤滑剤（１８）は、アクセル又はシャフト（１１）にある対応する穴
部（２、１４）を主として介して提供されることが意図されており、これは、この種の穴
部（１９）を介して供給され得る。これらの穴部（１９）は、外部からの遊星部分の注油
が容易にされるのでれば省略され得る。スリーブもまた当然にここにおいて穴部（２、１
４）及び（１９）に使用でき、それは所要の締りに関して利点を有する。放射状の穴部（
１９）の大きさは、その直径が、弾性層（４）の圧縮における変位スペース（９）の拡張
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によって、穴部が閉じることのないように十分に大きい。
【００２１】
　本発明に従うブッシングはまた、複数の弾性層（４）を有してもよく、それは、分離壁
／分離プレート（２６）によって互いに接続されている。ここで適切なブッシングは、と
りわけ、２又は３つの弾性層（４）を有する１つ又は２つの分離プレート（２６）を有す
るものである。また、変位スペース（９）が、内側プレート／内側円筒体（７）と隣接し
た弾性層（４）との間のみならず、しかしまたもう１つの方法として、しかしながら好ま
しくは付加的に、上側又は下側に位置する、分離プレート又は分離円筒体（２６）と弾性
層（４）との間の選択された領域に配置されることもここでは可能である。従って、比較
的大きく太いブッシングの場合においては、より簡単でより大きい均一なプレテンショニ
ングが達成され得る。
【００２２】
　本発明に従うプレテンション可能な弾性ブッシングはまた、本発明に従って半外殻又は
１／４外殻から構成されていてもよい。
【００２３】
　本発明は更に、遊星ベアリングに関し、それは、遊星キャリア（１５），（２０），（
２１），（２２）及び例えば、ボールベアリング上にマウントされた遊星ギアホイール（
１６）を備え、存在する１つ若しくは全ての遊星ギア又は任意にはサンにおいても、記述
されているように、本発明に従う弾性ブッシングを有する。
【００２４】
　本発明は更に、シャフト－ハブ接続部を有し、無モーメント又は単に低モーメントを伝
達する機械及び設備、特に、一方が他方の後方に配置されたモーメントベアリングを有す
る設備における本発明に従う弾性ブッシング、遊星ベアリング又は遊星ギアボックスの使
用に関する。
【００２５】
　最後に、本発明は、記述されるように、風力タービンに使用するための本発明に従う弾
性ブッシング、遊星ベアリング又は遊星ギアボックスの使用に関する。
【００２６】
　本発明に従うブッシングは、既に記述されているように、基本的に内側プレート（７）
と外側プレート（８）とを備え、それらは互いに分離されており、弾性層により互いに接
続されている。そのようなブッシングは、それ自身公知である。ここで、外側プレート及
びまた内側プレートは好ましくは、重なり合っている軸方向に方向付けられた長手方向の
スロット（３）を有することが新規である。これが、プレートが周囲に亘って均一に拡張
することを可能にする。スロットは、図２に描かれているように配置され得る。しかしな
がら、それらはまた、より大きい程度に重なり合っていてもよく、全長に亘って複数の個
々のスロットからなってもよく、それによって描かれているよりも弾性シーリングを介す
るブッシングのさらにより均一な拡張さえも起こり得る。或いはまた、これは技術的に非
常に複雑であるが、プレートが、半径方向に拡張可能であるファブリック又はメッシュに
よって変形可能にされることも可能である。
【００２７】
　従来公知の弾性ブッシングの場合では、それらは主に半外殻として設計され、ダンピン
グ目的のために用いられることが意図されており、外側及び内側プレートを軟質及び変形
可能、並びに半径方向に拡張可能にすることを意図しておらず、何故ならば記載された他
の技術的必要条件を満たさないからである。これらの公知の変形体の場合では、従って、
全長の変化は、２つの半外殻の継目での生じ得るのみであり、周囲に亘る均一な変形は保
障されてはいない。
【００２８】
　本発明に従うブッシングにおいては、これはもはやケースではない。この種のブッシン
グの内側及び外側プレート（７），（８）は、（溶接された）構成部材又は継目を有する
圧延プレート、また同様に２つの半外殻、任意に同様に４つの１／４外殻から構成されて



(8) JP 2016-536531 A 2016.11.24

10

20

30

40

50

いてもよい。弾性層（４）は、２つのプレートの間に配置されている。これは、２つのプ
レートのスロット（３）を通り抜けて貫通する。これは、ギャップ／スロットがエラスト
マーでシールされる必要がないとしても、製造理由に関して有利である。
【００２９】
　更なる新規の特徴は、内側プレート又は内側ブッシング（７）が、スリーブ（５）の形
態にあるコーティング又は層を有することであり、これは一方では内側ブッシングの内壁
に対して接続されており、他方ではシャフト又はアクセル（１１）に対して接続されてい
る。このコーティング／層（５）は、本発明に従って、圧媒体（１３）を対象とするブッ
シングとアクスル／シャフトとの間のバイパススペース（１０）を形成するチャネル及び
／又はキャビティを有する。コーティング／層（５）は、好ましくはアクスル（１１）に
対向するブッシング壁（７）に対してしっかりと接続されている。しかしながら、原則と
してまた、この層（５）は、アクスル／シャフト（１１）の対応する領域、又は同様にそ
の両方に対してしっかりと接続されることも可能である。当該層は、好ましくは弾性材料
からなるか、少なくとも表面に弾性材料を有し、それは、ブッシングのテンショニング及
び圧媒体（１３）に関する緊張のために良好である。
【００３０】
　ブッシングのプレテンションのために、圧媒体（１３）、例えば、（水力学的な）流体
又はガスが、圧力穴（１２）を通り抜けて押し進められ、それからブッシングの周囲を囲
むバイパススペース（１０）のチャネル／キャビティに亘って分布され、プレートの開口
（２５）又はスロット（３）を通り抜けて弾性変位スペース（９）へと流れる。後者は、
流体によって拡張され、シールされ、それにより、予めその中に存在するエラストマーは
、移動させられ、ひいては弾性層（４）全体がプレテンションされ、外側プレート（８）
は外側に向けて押し進められ、内側プレート（７）は内側に向けて押し進められる。この
ようにして、ブッシング（１）の均一なプレテンショニングが生じる。同時に、エラスト
マーは、潤滑剤通路（２）のための穴部へと押し進められる。穴部（２）の直径は、形成
されているボトルネック（１９）に拘わらず、潤滑剤の流れ（１８）のために適した断面
が維持されるような方法で設計される。
【００３１】
　既に言及されたように、この領域内のエラストマー（４）と内部壁（７）との間の接続
が存在しないという事実のために、キャビティ（９）が生じる。空の状態では、エラスト
マーは、この領域内で連絡を取るたけである。圧媒体が対応する圧力で導入されると直ぐ
に、エラストマー（４）がプレート又は壁を押し上げ、形成されたキャビティは当該流体
で満たされる。
【００３２】
　圧流体（１３）は、液体、例えば、水若しくは水／グリセロール混合物、又は油圧オイ
ル若しくはガスなどであり得る。長期的に緊張を保証する必要がないために、硬化後は固
体状態を維持する硬化流体を使用することも可能であり、このようにして一定のプレテン
ショニングが確保される。
【００３３】
　潤滑剤（油）穴（２）のために生じる周辺での剛性の不均一性を補うために、エラスト
マー周囲領域（２４）は、テンションが掛けられていない状態のアクスルの方向に突出し
、それによって、より高いプレテンショニングのために、圧の増大がこの領域で生じる。
【００３４】
　本発明は、シャフト若しくはアクスルと当該シャフトを取り囲むリングとの間の弾性ベ
アリングに適切な構成要素に関する。本発明の１つの更なる実施形態において、当該取り
囲みリングは、１つ以上のローラーベアリングの内側リングである。
【００３５】
　１つの更なる実施形態において（図４）、取り囲みリングは、アクスル（１１）と遊星
ベアリング（１７）を有する遊星キャリアの内側リングである。小さな径のアクスルは、
入力シャフト（２３）の方向を向いている。従って、（図１に描かれる通り）アクスルは
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、ブッシングと共に、反対側から遊星キャリアへと、ローラーベアリング（１７）遊星ギ
アホイール（１６）を通り抜けて挿入することが可能である。弾性層は、続いて上述のシ
ステムに従って拡張され、アクスルと遊星ベアリングとの間の弾性の接続がひいては確立
される。
【００３６】
　図５は、アクスル、ブッシング、遊星ベアリング及び遊星ギアホイールと共に遊星キャ
リアを示す。図６は、遊星ギア；断面を示し、図７は対応する細部を示す。
【００３７】
　本発明に従うブッシングは、全てのシフト－ハブ接続部のために機械建造(machine con
struction)において使用されてもよく、それは好ましくは、モーメントのない、又は小さ
いモーメントのみを伝達し、従って、例えば、一方が他方の後方に配置されたモーメント
ベアリングなどであり得る。この配置では、２つのベアリングのうちの１つが軸方向の力
を伝達し、一方で第２のベアリング（ルーズベアリング）は、放射方向の力のみを伝達し
、同時にシフトの曲げを補う。そのような構成要素は、特にギアボックスを有し、ギアボ
ックスを有さない風力タービンにおいても、及びギアボックスなしで同様に使用される。
【００３８】
　本発明に従うブッシングに類似する使用は、機械建造の至るところ、例えば、造船、ミ
ル建造、鉄道セクター及び車両セクターなどである。
【符号の説明】
【００３９】
　本文及び図面中で使用される参照符号を以下に簡単に説明する：
１．ブッシング／ブッシングボディ
２．オイル通過のための穴部
３．プレートの拡張切り欠け
４．弾性層
５．ブッシングとアクスルとの間の支持体／スペーサースリーブ
６．支持体溝
７．内側プレート／内側壁／内側円筒体／内側壁体
８．外側プレート／外側壁／外側円筒体／外側壁体
９．弾性変位スペース
１０．バイパススペース（キャビティ／チャネル）
１１．アクスル／シャフト
１２．アクスル中の圧力穴／圧媒体のためのライン
１３．圧流体／圧媒体
１４．アクスル中の潤滑剤穴／潤滑剤のためのライン
１５．遊星キャリア
１６．遊星ギアホイール
１７．遊星ベアリング
１８．潤滑剤（油）
１９．ボトルネック／潤滑剤通路のためのエラストマー内の穴部
２０．遊星キャリア前方ディスク（負荷インプット）
２１．遊星キャリア後方ディスク（回転モーメントのケース内で前方ディスクに続く）
２２．バタフライ（要素２０と２１との間の接続部）
２３．入力軸接続部
２４．潤滑剤穴部の周囲のシーリング領域
２５．変位スペースとバイパススペースとの間の連絡部
２６．中央プレート 
２７．２つのエラストマー変位スペースの間の連絡穴部
２８．窓
【図面の簡単な説明】
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【００４０】
　図面を以下に簡単に説明する：
【図１】アクスルを伴うブッシング（四分の三立体断面図）。
【図２】アクスルを伴うブッシング（四分の三断面側面図）。
【図３】アクスルを伴うブッシング、細部図。
【図４】遊星キャリア、立体図（遊星ギアホイールは示さず）。
【図５】遊星ギアを伴う遊星キャリア、右側に断面図を示す。
【図６】遊星ギア、断面図。
【図７】遊星ギア、細部図。
【図８】ブッシング；窓のない単層（シングルレイヤード）。
【図９】ブッシングの細部断面図；窓のない単層。
【図１０】ブッシング；窓のない重層（マルチレイヤード）。
【図１１】ブッシングの細部断面図；窓のない重層。
【図１２】ブッシング；窓のある重層。
【図１３】ブッシングの細部断面図：窓のある重層。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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